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)Jl ）定葉 f
本liJf究＃1:';・から，1志岐．陶製をする場合は独立行政法人出来ほ1，ドHi}f究機構ti路市地fiJ究所の，i'I,iJを仰てドさい
平成14年12月26日印刷
平成14年12月26日発行
独立行政法人 民業技術fiJf究機構
畜産草地研究所
〒305ー 0901 茨城県つくばrl1池の向2
TEL 0298-38-8600 （代）
FAX 0298-38-8606 
印刷所科IJI部印i.,1
畜産草地研究所研究報告及び畜産草地研究所研究資料投稿規程
（｜｜的）
;ti 1条 it,；，夜中：Jll!fiJf究所仰f究絞；り及びm，宝引J-ll!filf’先）i！何Jf究資料への役f;：~についてはーこの1:J/.f""Jの定めるところによる
( 1'.-~：·：貯のt苦悩）
第2条 投陥m手応1川として 市崎市j也研究所輪日（以＂＇. r職n .，と ＇ ；·う）及び流動附究i~. 依頼(ijf究只．科学技術特別(iJf究
日.STAフエロー シ.， 7 !iJf究~~"!f （以ド.f fl也の戦i~ J と行う）とする
l 職Uが投稿する内存Ii.i:二として市庄市地研究所で？i＇った！iJf究とする
2 他の職l』がほ附する（l、r:;1;t.沓/:ff戸地研究所で行った研究とする
( rn:術以前の（iサ＇；お）
司13条 J止前~r杭の，，、rrれま次のとおりとする
1 t.i守f,'r(J曲目Jf究1i(・filf究科l;'-(Bulletin of National Institute of Livestock and Grassland Science/ 
目前”占＇（， : Bull白Natl. lnst. Livest. Grassl. Sci. l 
( I ) lJ；［符論文 ：が1?t,'dl! fi)fヲモバ（以ド． 勺附究／i庁 と；iう）においてHった，lit験filf究）1'.ぴ吋研究所以外の行に委，lし
て行った；式1段filf’先の，，x:日！に関わる1論文とする
( 2）却 制：（ I ）以外の町先の予告｛．述縦などの制限とする
( 3) -t支1,;r論文・析しいHr,1:rや以下J:jの組，＇，：. つ起訴などをti，本とする般信
{ 4 ）総 説.fi照明地filf’先に｜民｜わるものとする 総説は.i-n::iのほか．編集4員会がll＜~!il したものを合む
( 5）学，. ~取得論文：吋filf究所において i：として行った，試験／i)f究によるつzfi'L取f：』論文とする
2 t.i~n ；，－.：地研究所研究資料 （Memoirsof National [nstitute of Livestock and Gra日slandScience / 
日自品名： Mem.Natl. Insl. Livest. Grassl. Sci. ) 
( 1 ）訓ri:資料 ・技術資料・研究資料．、＇，研究所において行った試験研究段ぴ＇＇ ifJf究所が、＇i研究l冊以外のものに委託して
! J＇った，;it!,j;史研究のうち． ρi主術的・r:r,i,・.iに＋nnな」ミ1tよ－の資料とする
（待作権）
江l4条 l!J,I誕された論文の抗ft，材(iは ,1! ,'r.行政法人出業ru1:mr’先機HI／にMする
(/Jj（品，.；，＼（！）料不）
節目条 /Jj（似の判中・にあたっては．りljに定める市I主.i，~地(ijf究所(i)f流線針及ひ’街地，＇，＇（Jll!fiJt究所M：先行料制下喫＼1（（に ），~づくものとす
る ｛史川！する I1・mはll本，1/iまたは民約とする
(/J-;( f;•，＇，＼の促，＇l'i)
部6条次の f'MさによりJ;(f;:'{i及び／Jj(f;•,'[iJJJ/l ', ~.どを自J 長務／.，jに紅，＇］ ＇，する
1 1制W：印刷t:J,'/,~；；に必·~，，~Jl'iを紀似し， 1ifi·MliJf究笥の〈事長（利k チーム長を合む）及びJiJrkf,する研究部長の絞｜員！を受ける
2 他の戦i1はi以前十JW1:'r＇｛に必要’ J五Jl'！をoit.'oli日し. J吋~.f,fi)f究’·＋のt信長（科長 ． チーム」去を「：；む）及びfi/f究明が所属する研究部長
の校Ii.を受ける
（受1・I')
杭7条 /Ji（刷）Ji.びJifl:irn ,'I ＇，：•，~を ・Jq五日が受けl[ll ·）た II を受f.J‘ ｜ ｜とする
受JIil 日はt，，叫11H~会の市伐の紡日』. -tl.J,I逗が安、』iとtぷめられた｜！とする
('/j'if.) 
;ti 8 ~長 t1,rna,u会はよ欠の子続きにより t論文を’俗：r:する
たたし．やf,',)[lil'.fぬよについては’市伐をtル間作することができる
1 4ほ策委u会は『治xの内容により洛fWrl：刷をそれそ’れ1r，決定し，諭主税fr.を1削，nする
'l'it'tUはJ')f内及びliJr外の研’先行容とし．その氏名は公ぷしなl
2 7器rnl正論l:.富fr.：＇，＇｛／こより官伐を 1rう また必要に！必じて指摘！］五.q'j を.·~き，＇ I ＇，しl!!! ,'Hする
3 ・Jif:i向！主審IHlと出.t；－の問のやり取りの対応にあたる
4 細リ主{ilJ会は’A干ilftJO）＇／存f時間iを参与にして』g,1＆の1’J斤を・1,1J附する
市伐の1:,特によっては汗首にJij(fi~fiの，if正をよ｜どめることができる
5 Wれーは’＇il'if£私有！｝占を受術後．編集委，1会が指定するJg]H までに r，答 1[.ll;lf，.＇~を’Jト務日に船出する
（校1U
第9条 片：行による校i:/j:IJ1i!IJとしてm校のみとする
校1：はぷh内の，if正何J.(£1こととめる やむを得ず大きな変~勺：を ff ぅ J幼介には糾，l集委t』会のJ九立を仰なければならない
(¥JI Ifilり）
第10条 別hfilJりは次のとおりとするu
1 100部とし "(rntir,＇おが代表で受け取る
2 別刷りの追加lをJ清明するJ幼子!j-／孟研究家負犯で印刷する
